
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 取組の状況
達成
状況

　　学校関係者評価者
　　　　による意見

〈学校運営〉 【満足度指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈危機管理〉 【満足度指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈いじめ・不登校対
応〉

【満足度指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

・気を緩めることなく、現
在の指導体制を維持して
いく。
・正式なルートに基づく報
告の他に、児童の小さな
変化について、適宜職員
室において情報交換を
密にしていく。
・遊びの中にあるいじめ
に発展しそうな事案につ
いても対応に共通理解を
図る。

・避難訓練、
交通安全教
室、防犯訓練
等を年度当初
の計画に基づ
き実施でき
た。
・屋内消火栓
を使用した訓
練を行った。
・不審者対応
の訓練では、
小松警察署の
職員を講師と
して招いた。

・今後も計画的に各種の
危機に対する訓練や研
修を実施していく。
・消防署や警察署に講師
を依頼し、より専門的な
見地から指導を受ける。
・情報収集を行い、不足
していることはないか常
に検証していく。

・委員会で先
に審議する流
れは、確立で
きた。
・委員会にお
いては、概ね
活発な議論が
行われてい
る。
・委員会の時
間確保が難し
い。
・それぞれの
取組に対する
共通理解は図
られている。

B

・主要な事業について
は、計画・実行・検証・提
言の流れが確立されてい
る。
・委員会の時間確保に関
しては対策が必要。

分掌における
取組が十分整
理されており，
共通理解のも
と事業が進め
られていると
感じている職
員が

次年度の方向
（改善計画等）

・今年度組織の改編を
行ったところであり、来年
度も今年度の体制を継続
する。
・各主任には見通しを
もって委員会を開催して
もらう。

自       己       評      価

各分掌におい
て，計画・実
行・検証・提言
が整理されて
おり，全職員の
共通理解のも
と事業が運営
されている。

全職員が児童の小さ
な変化も見逃さない
意識を持ち，組織的
に問題の未然防止・
早期発見・解決にあ
たる。

問題の未然防
止・早期解決
が図れたと考
えている職員
が

(様式５）

達成度判断基準

校長の学校経営構想
のもとで，各主任を核
に，組織としてＰＤＣA
サイクルを意識した学
校運営を心掛ける。

各種危機に対
する研修や訓
練が適切に行
われたと考え
ている職員が①

組
織
的
な
学
校
運
営

日常的な報
告・連絡・相談
を行うとともに，
児童理解の会
を定期的に行
い，情報交換
を密にする。問
題発生時は
チームで対応
し，早期解決
に努める。

危機（事故・災害・不
審者等）に対して，未
然防止を最重点とし
つつ，発生に備えた
体制を整える。

危機管理マ
ニュアルを常
に見直し，各
種危機の未然
防止に関する
研修や発生を
想定した訓練
等を行う。

Ａ

・建物の建材等も変わっ
てきている。火災対応の
避難訓練では煙に対する
配慮を重視しなければな
らない。
・それぞれの教室などに
避難ルートが明示されて
いる。当然ではあるが大
切なことである。
・台風などの非常時の対
応の判断、連絡体制等を
常に確認しておくことが必
要。

・アンケート
等により、い
じめの早期発
見に努めた。
・定期的に児
童理解の会を
開催した。
（心の相談員
を交えて行う
こともでき
た。）
・児童会にお
いても「いじ
め防止スロー
ガン」の決
定、スマイル
集会の実施な
どの取組が行
われた。

Ｂ

・ちょっとした仲間はずれ
のようなことがいじめにつ
ながっていく。本格的ない
じめになる前に止めること
が大切。
・男子教諭が気付くことと
女性教諭が気付くことは
違う場合がある。情報の
共有が大切。児童理解の
会において全員で情報交
換をしていることを継続し
ていく。
・中学校との連携も必要。
・気になることは多々ある
だろうが、児童の良い面も
見ていけるとよい。
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〈基礎・基本の学力の
定着〉

【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈授業力向上〉 【満足度指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

【成果指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ： ７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈家庭学習の習慣化〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

・学び合いを
意識した研究
授業を行って
いる。
・学び合いを
取り入れるこ
とを目的に自
己点検表を作
成し、月ごと
に取組状況の
振り返りを
行っている。
・見てもらう
ポイントを
絞ったミニ公
開授業を行っ
た。

Ｂ

Ｂ

・基礎となる漢字や計算
についてはすべての児童
に定着することが望まし
い。やはり、個別の対応が
必要となる。

・テストやプリント学習の
結果に基づき個別の指
導を継続する。
・自学ノート指導など家庭
学習に対する個別アドバ
イスを行う。
・ロングチャレンジタイム
等の時間の設定、学習内
容について検討する。

・今求められている学力を
意識した授業が行われて
いる。
・時代は変わっていくので
それに対応していくことが
大切。

・学び合いは本校児童に
欠けている力（自由な発
想力・表現力等）をつける
ための手段であることを
しっかり認識して今後も
取り組んでいく。
・学び合いの定義を明確
にして、児童と共有する
手立てを講じる。
・ミニ公開授業を増やして
いく。教師の立ち位置、
発問の仕方、児童への声
かけ等も学ぶ機会として
いく。
・評価指標について学校
研究と関連させ検討す
る。

児童が自分の
考えを伝え合う
活動を大切に
考えて，ペア
やグループな
どにおける学
習に取り組ん
でいる。

学び合う活動
に達成感を感
じている児童
が

わかる授業の実践，
学習タイムの有効活
用などにより，読み･
書き・計算の基本を
しっかり定着させる。
　　【学びの指針４条】

国語科・算数
科の基礎・基
本が８割以上
できる子が
80％を越えるよ
うにする。

児童がやる気
と向上心をもっ
て，家庭学習
に取り組んで
いる。

単元に応じた
学び合いがで
きていると考え
ている教師が

基礎・基本の
定着度が

家庭におい
て，十分な学
習が定着して
いる児童が

「学び合う子」の育成
をめざして授業力の
向上に努める。

  【学びの指針１，２，
３，５，６，１１条】

学年にふさわしい内
容・時間を伴う家庭学
習の習慣化を図る。

　　【学びの指針７条】

課題に対する
考えを，持つ・
伝える・比べ
る・関係づけ
る・振り返ること
を意識した授
業を行う。②

確
か
な
学
力
の
育
成

・朝と昼に学
習タイムを設
定している。
（朝は、基
礎・基本の確
認を中心と
し、昼は活用
力をつける課
題も行ってい
る。）
・長期休業中
に個別の対応
を行ってい
る。
・６月・１０
月・２月にロ
ングチャレン
ジタイムを設
定して、全校
で「書くこ
と」に取り組
んだ。

・日常的な学
習指導に加え
昨年同様に
「しゅ（宿
題）・れん
（連絡帳）・
じ（自学・時
間）」週間を
設定し、家庭
学習を充実さ
せる取組を
行った。

Ｂ

・学校が「ノーメディア
デー」を設定しているが、
こういった働きかけが大
切。家庭でも注意をして
いると思うが、学校の先生
から言われると子どもの受
け止め方が違う。
・「しゅれんじカード」の利
用は、家庭における親子
のコミュニケーシュンにも
役立っている。

・「しゅ・れん・じ」週間は、
保護者と連携した取組で
あり、今後も現在の方法
を継続していく。
・学年にふさわしい時間、
内容について見直しを進
める。
・どのような宿題を出すか
学級担任任せにせず、
学習指導委員会でも検
討していく。

・全校集会で
６年生が学び
合う学習の提
案を行った。
他の学年は、
その姿を目標
に取り組むこ
とができた。
・授業の終末
に振り返りの
時間を設ける
ことができる
ように努め
た。

Ａ

・「おおかわの会」の協力
で６年生がサケの飼育を
している。実物を見るのは
大変良い学習になる。
・アンケートでは多くの児
童が学び合う学習に達成
感をもっている。

・学び合いの姿を児童と
共有できるように努める。
・他学年の授業を児童が
見る機会をつくる。
・より充実した「学び合い」
を目指し、評価指標の見
直しあるいは達成度判断
基準の引き上げを検討す
る。



〈積極的な生徒指導〉 【努力指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

【成果指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈キャリア教育の推進〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈読書活動の充実〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

夢や希望を
もっている児
童が

本をよく読み，
読書が好きな
子が８割以上
になるように努
める。

授業において
３機能を意識
している教員
が

将来なりたい自分の
姿を思い描き，目標を
もって学校生活をおく
ることができる子ども
を育てる。

学校へ来ること
が楽しいと感じ
る子が８割以
上になるように
努める。

楽しいと感じ
ている児童が

幅広いジャンルの本
に出会う様々な機会
を設け，読書が好きな
子どもを育てる。
  【学びの指針８条】

自他ともに認め合い，
学校に来ることが楽し
いと感じる子どもを育
てる。

読書が好きな
児童が

自分の将来に
夢や希望を
もっている子が
８割以上になる
ように努める。

生徒指導の３
機能（自己決
定・自己有用
感・共感的人
間関係）を意
識した授業を
心がける。

・「おすすめ１０冊」はよい
取組であるが、児童に
よっては１０冊を達成する
ために、じっくり読まない
こともあると思われる。そ
の対策も必要。
・いろいろな本に出合う機
会が設けられている。
・図書館の本も学校規模
に比べて充実している。
今後は、それぞれの学年
にふさわしい本の充実を
期待したい。

・引き続き幅広いジャンル
の本に出会わせる取組を
継続する。
・家族読書など家庭にお
いても本が話題となるよう
な取組を継続する。
・図書だより等を通じて、
読書好きな児童が多いこ
とを伝え、家庭において
も読書時間を増やす工
夫を促す。
・学級文庫の充実を図
る。

・学校研究と
タイアップし
て、自分の考
えを持つこと
（自己決
定）、それを
伝えること
（自己存在
感）、伝えら
れたことを受
けとめること
（共感的な人
間関係）を意
識して授業に
取り組んだ。
・児童が自身
の成長や課題
に気づくこと
ができるよう
に、授業時間
のマイナス５
分を意識し振
り返りの時間
を持つことに
取り組んだ。

Ａ

・生徒指導の３機能はよく
意識されている。
・生徒指導の３機能はい
ずれも大切なこと。指導を
より有効なものにしていく
ために、家庭との連携も
必要。学校で大切にして
いることは、家庭でも大切
にしていけるとよい。

・今後も学校研究委員会
と連携して、生徒指導の
３機能を意識した学級経
営・授業づくりに取り組ん
でいく。
・授業の３か条について
は、繰り返し意識化を図
る取組が必要。状況に応
じ、学校全体で強化期間
を設ける等の取組を検討
していく。また、児童の状
況を踏まえて、３か条の
内容についても検討す
る。
・生徒指導の３機能につ
いて教師はよく意識して
いるので、その成果が児
童の姿となって現れてい
るか、検証していく。

・町別の子ど
もの数に大き
な差があるこ
と、１学年１
学級であるこ
とを考慮し、
縦割りでの活
動を重視して
取り組むこと
ができた。遠
足、給食、
ゲーム等を縦
割りで行っ
た。
・学習以外の
ことで個別に
児童の話を聞
く機会は、十
分とはいえな
い。

Ｃ

・児童全員が学校が楽し
いと思えるようにすること
は重要なことである。
・アンケートで学校が楽し
くないと答えている児童と
勉強がわからないと答え
ている児童は一致するの
ではないかと思われる。

・個別の面談等により、学
校が楽しくないと思って
いる児童を把握していく。
・原因が勉強にあるなら
ば、可能な範囲で個別の
学習支援等を考慮する。
・学校へ来ることが楽しい
と感じている児童が100％
になることを目指す。
・今後も児童会活動を中
心に縦割り活動に力を入
れていく。

・３か所ある
図書の展示
コーナーの展
示テーマを２
週間程度で変
更し、幅広い
ジャンルの本
に出合える機
会とした。
・教師や児童
が行う読み聞
かせや、家族
読書などに取
り組んだ。

Ｂ

・いろいろな
機会をとら
え、夢を持
ち、その実現
に向けて努力
していくこと
の大切さを訴
えている。
・卒業生を招
いて、「よう
こそ先輩
夢・未来講演
会」を行っ
た。

Ｂ

③
豊
か
な
心
の
育
成

・将来に夢や希望をもっ
ている児童が多いことはよ
いことである。
・一人でも多くの児童が夢
をもてる教育を大切にして
もらいたい。
・一番身近にいる大人は
親であり、家庭における親
子の触れ合いも大切。

・「ようこそ先輩　夢・未来
講演会」は、自分の夢や
希望について考える良い
機会となっており、継続し
ていく。



〈道徳教育の充実〉 【努力指標】

Ａ：
３回以上
行った

Ｂ： ２回行った

Ｃ：１回行った

Ｄ：
できなかっ
た

〈たくましい体の育成〉 【満足度指標】

Ａ：
十分に取り
組んでいる

Ｂ：
取り組んで
いる

Ｃ：
あまり取り
組んでいな
い

Ｄ：
取り組んで
いない

〈健康教育〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈あいさつができる子
の育成〉

【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈ふるさとに愛着をも
つ子の育成〉

【努力指標】

Ａ：
３回以上
行った

Ｂ： ２回行った

Ｃ：１回行った

Ｄ：
できなかっ
た

内容を工夫し
た授業を学期
に

ふるさとから学
ぶ体験活動を

体育カードの
活用や校内各
種大会に

体育科や特別活動で
の体育的活動を通し
て，スポーツや体を動
かすことの楽しさを知
る。

児童が身近な
人に進んであ
いさつができた
と感じている。

⑤
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

進んであいさ
つができたと
感じている児
童が

早寝･早起き･
朝ごはんが実
行できている
児童が

総合的な学習，体験
学習をとおしてふるさ
との自然・文化・人々
に学び，ふるさとに愛
着を持つ子を育てる。

ふるさとや地域
の素材を学習
材にした体験
活動をどの学
年も２回以上
行う。

地域と一体となって社
会性を身につけた児
童を育成するために，
時と場に応じたあいさ
つができる子を育て
る。
  【学びの指針７，９
条】

児童の実態に即し
て，いしかわ版道徳
教材の活用やゲスト
ティーチャーの招聘
等指導方法を工夫す
る。

指導の内容を
工夫した授業
を，どの学年も
学期に２回以
上行う。

各体育カード
を活用したり校
内各種大会に
取り組む。

健康の増進，危険の
回避，望ましい食生
活等について，教科・
特別活動等と関連さ
せ，系統的な指導を
行う。
    【学びの指針７条】

健康の保持・
増進に関心を
持ち，望ましい
生活を送って
いる子を８割以
上にする。

④
健
や
か
な
身
体
の
育
成

・地域の方の
ご協力によ
り、竹の子掘
りと調理、田
植え等の活動
を行った。ま
た、町探検、
工場・駐在所
の見学、福祉
施設での体験
活動等を行っ
た。

Ｂ

・自然に恵まれた中海の
環境を生かすことが大
切。
・６年生が保育所に来てく
れた。始めは何をしたらよ
いかわからない様子で
あったが、回数を重ねると
自分たちで計画して行動
できるようになった。学校
では学べない力がついて
いると思う。保育所の子ど
も達も楽しみにしていて、
とてもよいつながりができ
た。

・竹の子掘り等年間の取
組の１つとして定着してい
るものもあり、今後も継続
していく。
・６年間を見通した計画を
立てる。

・鉄棒カード
や縄跳びカー
ドを利用した
取組を行っ
た。
・体育委員会
主催の縦割り
ドッジボール
大会やしっぽ
取り大会を
行った。
・スポチャレ
いしかわに積
極的に取り組
んだ。

Ａ

・カードは児童の意欲を
高めるのによい。
・子ども数が少ない町もあ
り、家に帰るとほとんど遊
ぶことができない児童もい
る。学校で友達とたくさん
遊んで、体を動かしてほし
い。

・来年度は新たに水泳
カードを作成する。
・縦割りで行う大会を今後
も行う。種目等について
児童のアイデアも生かし
ていく。
・ニュースポーツの用具
などを増やし、児童が自
発的に運動に取り組むよ
うにしていく。
・スポチャレの取組につ
いて、休み時間も練習で
きるよう体育館の使用割
を工夫していく。

・児童会（明
るくスタート
あいさつ週
間、町別あい
さつリレー）
や育友会であ
いさつ運動に
取り組んだ。 Ｂ

・「わたした
ちの道徳」を
年間指導計画
に位置づけ
た。
・「わたした
ちの道徳」の
保護者記入欄
を積極的に活
用した。
・授業のどの
時間帯でどん
な資料を提示
するか検討を
重ねた。
・指導内容の
工夫について
共通理解を
図ったが、十
分とはいえな
い状況。

Ｂ

・教えて身につくものもあ
るが、自然と身につくもの
が大切。その意味では、
道徳はまず家庭からと考
える。生まれた時から家庭
教育は始まるのであり、家
庭との連携も大切。
・教えるというより、生き方
を学ぶ場であってほしい。
先生も一緒に考え、学ぶ
場であるとよい。

・学級だより等において
道徳の授業に関する話
題を掲載し、親子で考え
てもらうなど家庭との連携
を推進する。
・教科の授業においては
積極的に地域の方に
入ってもらっており、道徳
の授業においてもゲスト
ティーチャーの招聘を検
討する。
・努力指標の内容をより
具体化する。

③
豊
か
な
心
の
育
成

・「おはよう」と声をかけて
も始めのうちはなかなか
返事が返ってこないが、
やがて、自分の方から言
えるようになる。継続して
声をかけていくことが大
切。
・挨拶はまず家庭からだ。

・あいさつ運動の実施、
道徳等において挨拶の
必要性を考えるなどの取
組を継続する。
・時と場に応じた自然な
あいさつができるようにな
るまで地道な取組を続け
る。

・児童のアンケートと保護
者のアンケートが一致し
ている。早寝早起き朝ご
はんができていないこと
は、親もわかっており、親
にも責任があると考えられ
る。

・テレビやゲームに関し
て、１日の視聴時間を減
少あるいは制限する取組
を実施する。
・アンケート結果をもとに
保護者に対する啓発を行
う。

・主に保健だ
よりにおい
て、朝ごはん
や規則正しい
生活の大切さ
について呼び
掛けた。
・学校保健委
員会を開き、
歯と食べ物の
関係について
学習した。
・「しゅれん
じ」の取組に
おいて、メ
ディアの時間
を意識させ
た。

Ｂ


